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2月末市の人口 ， I 引
世得数 ?‘1sO ! I 必越

男 21.728 ! i らさ
女 23215 i i 住ずれ
計 449"3 i i f~ た i

出生 70 婚週三11l 受 持|
死亡 38 説得 4 i I 録 は|
死産 6 i I を | 

口人

大
淵
漏
競
争
}

、信
L
た
島
く
広
文
の
淘
衡
を
図
つ
一
奇
南
里
校
講
堂
は
往
年
危
頑
強
を
蓄
と
し
て
国
民
の
ス
ポ
l
吋
会
民
一
で
脅
委
主
従
っ
て
絶
え
ず
市
民
の
一
喜
上
い
た
し
ま
し
た
。

た
ま
で
雪
ま
す
。
す
な
号
、
財
一
号
し
て
そ
の
き

5し
た
の
雪
庇
盛
苦
し
め
る
警
の
機
言
語
、
主
主

2
一
そ
の
他
吉
日
と
し
て
は
、
米
作

政
膨
張
の
昔
、
入
室
、
物
件
費
一
だ
こ
れ
を
童

2
5、
理
含
し
て
そ
れ
ぞ
れ
対
ま
ぎ
れ
一
警
の
振
興
宣
告
ば

3」
と
一
議
、
語
、
警
に
お
芸
品

言
語
経
費
喜
美
害
投
一
事
情
も
号
、
新
校
事
立
長
っ
ち
ま
す
。
寄
と
し
て
き
の
一
立
言
言
で
主
り
ま
せ
ん
。
一
襲
撃
重
い
た
玄
所
存
で
号

一

一

一

l

一ます。

語
性
悼
の
お
に
つ
い
て
申
し
い
が
一
言
に
至

2
5、生
徒
の
体
時
警
の
っ
て
市
民
の
ス
ポ
l
量
一
先
年
番
号
寺
社
会
書
主
一
語
、
空
対
し
ま
し
で
は
、
大

れ
は
ま
ず
京
市
重
量
護
霊
一
育
向
上
の
た
め
に
気
ま
た
重
量
亘
る
た
均
体
育
雲
に
対
し
助
成
宮
号
室
害
て
背
そ
の
必
一
洲
平
野
土
地
改
室
富
の
推
進
を

、
意
区
と
し
て
指
定
を
つ

2
」
と
が
一
の
た
告
も
毒
薬
し
っ
き
。
現
金
一

8

、
8

0
円
を
増
額
す
る
こ
妥
皇
室
し
た
の
で
明
年
度
よ
り
二
基
幹
と
し
、
市
内
議
の
土
地
整
備
お

で
主
宰
亡
た
手
ほ
、
淘
福
間
警
÷
状
に
罪
、
鉄
脅
主
主
体
と
し
た
体
育
一
と
に
い
た
し
ま
し
た
ρ

一
名
増
員
す
る
事
に
し
所
霊
裂
を
日
計
上
一
よ
話
題
入
に
よ
円
労
働
生
産
性
の

存
与
す
と
と
も
い
、
こ
れ
が
事
業
実
一
望
二

8
一
号
室
9

る
こ
と
に
い
一
号
い
平
和
な
住
み
よ
い
重
り
こ
一
い
た
し
手
し
た
。
一
向
上
お
よ
び
生
霊
の
増
大
を
図
る
ほ

il--)
て
理
主
な
最
重
費
の
計
上
章
一

12亡
た
。
し
か
し
二
校
を
同
時
に
そ
耳
皇
零
脅
市
建
設
の
目
標
一
一
か
、
果
樹
対
策
と
し
て
は
告
書
図

一

書

喜

三

月

十

六

日

に

署

員

を

一

二

月

二

十

音

毛

主

員

会

さ

君

。

一

瓦

警

内

容

量

毒

事

一

号

る

事

は

露

喜

等

の

制

約

一

一

の

市

議

に

E恵
美
を
図

一

5
2より
昭
和
一
ニ
十
七
年
度
重
方
針
演
説
が
き
れ
告
で
そ
の
き
お
知
・

3
Q一
年

一

一

言

語

、

書

室

喜

一

号

、

重

は

極

め

て

量

で

き

一

農

村

近

代

化

の

推

進

と

一

り

、

害

対

し

て

は

、

金

量

飼

一
年
金
刑
事
布
市
草
の
将
雪
決
定

Z
こ

主

思

、

古

民

各

位

の

裂

を

期

待

し

こ

よ

一

一

一

一

一

育

お

よ

び

請

の

改

植

者

吉

よ

る

能

一

L

f

一

五

、

環

喜

君

事

国

に

号

、

し

尿

一

一

こ

と

は

御

霊

の

と

お

り

で

脅

ソ

ま

す

一

一

定

を

量

し

生

政

の

向

上

高

り

た

~
j
i
-
-
i
l
i
-
-
i
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1、
互

量

、

蓄

量

の

大

巾

引

一

一

従

っ

て

議

会

は

ノ

語

害

特

別

一

農

協

合

併

を

す

』

め

る

一

い

毒

じ

ま

す

。

奇

こ

え

昭

和

一

ニ

十

六

童

書

富

一

等

の

童

書

、

早

く

も

こ

こ

一

言

語

物

価

宅

葬

に

員

百

毒

患

室

付

政

の

第

一

の

御

協

力

を

お

顕

い

す

る

を

雪

一

『

産

業

蚤

済

』

一

連

合

児

伯

対

策

に

つ

霊

し

て

は

に
高
事
室
一
-
一
語
、
同
特
別
会
計
追
加
史
事
一
に
七
年
輩
茅
経
過
し
、
書
量
皇
室
の
増
加
、
吉
重
量
謹
お
一
商
工
観
光
の
霊
童
零
建
設
的
施
一
ま
す
。
な
提
特
に
申
し
加
え
て
お
き

i

E

諜
械
の
語
強
%
を
図
る
た
内

会
高
き
二
雫
そ
の
他
明

2
2襲
完

針
7
t
出
ず
し
て
市
民
塁
突
任
を
泉
さ
一
よ
び
電
話
番
の
増
設
に
と
も
な
っ
?
?
頁
を
大
巾
に
企
画
し
極
力
襲
の
確
保
ム
ま
す
が
、
以
上
の
内
特
別
私
語
学
技
一
つ
ぎ
に
盟
書
蕗
策
に
つ
い
て
旦

2
tた
こ
と
は
富
授
に
堪
え
ま
せ
一
議
機
整
備
補
助
金
二
十
五
百
を

昭和一二十七一
J

高
ら
か
に
白
書
を
煩
わ
し
ま
す
一
ん
と
す
る
秩
に
守
、
震
室
員
一
算
外
義
務
重
の
増
加
及
語
、
庁
一
言
っ
て
震
に
重
い
た
す
喜
で
五
言
に
要

Z号
、
一
応
一
主

Zポ
!
!
:
;
ー
す
需
は
す
で
に
誌
し
っ
き
一
一
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

年
度
一
塁
一
こ
長
の

5
2
3
z一
政
方
針
高
し
述
べ
る
雲
に
窓
れ
ま
一
舎
喜
に
よ
る
自
警
相
当
育
委
す
。
言
に
求
喜
に
い
た
し
て
お
主
彰
言
語
、
芳
一
次
呈
ご
れ
ら
の
重
苦
上
に
更
に
広
は
ん
一
つ
ぎ
に
内
高
官
辞
に
つ

一

一

一

H

i

一

一

ャ

一

一

し

て

申

し

上

げ

E

計
予
算
、
間
五
あ
η
ま
す
。
亡
た
こ
と
は
渇
去
の
事
叫
が
寝
室
盛
一
の
増
加
重
れ
ず
、
こ
れ
島
財
政
得
一
以
上
の
観
点
こ
芸
品
成
い
た
主
子
が
、
妻
ま
ま
と
ん
ど
不
可
鯵
」
近
著
占
宮
一
比
重
が
極
め
て
大
で
あ
り
が
つ
重
点
的
に
生
産
の
主
活
者
紬
一

一

一

一

i

一

i

l

l

T

!

、

一
j

-

一
三
卜
一
段
協
の
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

特
別
会
計
予
一
型
投
、
活
発
肢
と
と
も
に
市
一
困
難
と
苦
悩
の
護
者
手
荒
こ
一
委
員
否
寺
、
勢
い
患
の
霊

τ主
に
つ
い
て
富

Z
こ
と
と
一
通
量
で
き
と
危
わ
れ
ま
す
の
で
求
し
て
生
事
の
主
お
し
て
与
す
る
総
合
製
造
改
宮
古
川
喜
一
れ
が
毒
性
に
罪
、
さ
き
に
市
内
接

長
記
し
、

E襲
警
る
も
一
は
警
べ
き
翼
民
手
。
然
る
一
い
た
主
す
。
一
塁
の
一
努
力
を
な
し
、
語
、

5
業
主
祭
苦
言
だ
わ
る
君
主
年
度
以
降
二
一
年
間
に
苦
的
な
一
草
寺
保
機
関
と
さ
扉
促
進

の
が
あ
旦
手
。
一
に
一
事
人
に
お
い
て
は
、
そ
の
大
宗
一
昭
和
三
+
七
年
度
一
塁
計
予
算
の
一
の
際
は
市
負
担
分
に
つ
い
て
は
一
時
地
l

号
J

従
っ
て
、
霊
ぷ
の
霊
的
主
事
業
の
毒
を
凶
る
こ
と
き
お
で
一
句
警
官
民
促
進
に
努
め
つ
、
き

す
な
わ
ち
、
杢
巾
蓄
の
困
難
住
は
一
で
る
告
税
は
国
税
の
護
措
置
に
よ
蓄
は
五
億
六
壬
吉
百
で
青
乏
一
一
元
に
お
い
て
豆
替
え
を
お
願
い
し
、
市
高
の
↑
否
定
を
手
る
こ
と
の
必
姿
は
、
あ
り
ま
す
が
、
計
画
と
し
て
は
三
ヶ
年
一
処
で
あ
り
き
す
が
、
山
す
ま
で
も
な
く

量
的
地
形
的
自
然
条
伴
を
認
、
人
一
り
必
然
的
に
減
警
護
事
長
に

τて
昭
和
三
十
六
年
室
想
亙
亡
事
務
量
を
も
っ
て
童
五
方
針
宣
告
警
宮
島
主
主
玖
一
閲
の
霊
童
を
ぬ
二
億
円
と
し
て
滋
一
塁
構
造
改
章
者
皇
室
び
、

口
分
布
の
状
軍
事
喜
多
遥
一
号
、
主
地
方
言
に
つ
い
て
も
正
し
二
億
二
千
一
ニ
百
万
円
の
増
加
で
あ
一
で

2
5
J字
詰
っ
て
お
き
に
最
昔
室
惜
の
さ
し
い
護
に
一
書
目
き
-
語
れ
の
重
量
は
今
一
蓄
に
つ
い
て
は
器
の
強
力
な
器

等
、
田
園
都
市
と
し
て
の
宿
命
的
雲
一
宮
の
増
加
に
塁
口
高
加
は
多
く
を

73すo
特
別
会
許
予
算
の
合
計
佳
一
一
い
と
存
じ
ま
す
。
~
互
い
、
農
業
と
他
藁
と
の
閲
に
お
け
ハ
賃
の
理
主
け
決
定
す
る
こ
と
に
一
舗
が
惑
の
軍
司
均
等
号
、
準

法
制
約
の
う
ち
に
、
ま
ず
喜
実
一
望
み
え
な
い
実
情
に
号
、
従
っ
て
自
億
四
千
九
百
四
十
一
芳
二
千
円
で
号
了
」
の
室
な
建
築
の
豊
富
し
ム
る
生
産
性
及
び
従
業
者
の
語
生
の
J

な
り
ま
す
か
、
見
透
し
と
し
て
ま
、
酪
一
い
木
市
民
展
望
併
に
踏
切
り
熱

一

一

一

一

一

l

一
怠
を
以
て
そ
の
実
一
国
を
期
し
っ
、

b
G

の
癌
で
あ
っ
た
膨
大
な
赤
字
の
留
に
一
然
増
管
均
衡
手
得
る
ま
ほ
極
め
て
二
昭
和
三
十
六
年
間
雪
事
算
に
比
し
一
一
ぜ
ま
す
と
山
格
差
高
穴
し
、
更
に
良
建
物
の
追
段
、
程
、
童
、
語
、
聾
奪
三

一

一

一

九

一

一

一

こ

と

を

認

め

ら

れ

、

今

回

の

段

築

構

造

成
功
し
、
漸
く
霊
主
主
財
政
一
号
、
や
む
を
得
菜

2
2五
五
千
三
百
六
万
六
百
亀
習
な
一
語
教
室
、
聖
霊
室
で
霊
に
告
を
で
、
ま
塩
産
業
主
軸
と
す
る
霊
地
震
語
学
る
一
喜
地
域
福
定
せ
ら
れ
た
蓄
に
鑑

の
基
盤
の
上
に
蓄
な
慰
霊
実
限
五
害
霊
童
言
語
、
既
設
の
り
、
一
環
賀
会
計
玄
量
五
ば
一
八
、
八
五
て

0
0
0
円
山
一
へ
の
労
働
力
の
移
動
習
が
強
ま
り
つ
一
計
一
一
型
、
翌
度
と
し
て
昭
和
三
十
七
工
、
農
協
合
併
は
極
め
て
緊
祭
実

害
運
用
し
て
空
室
主
蓄
を
一
お
に
つ
い
て
主
程
霊
理
せ
言
五
重
八
億
一
千
一
百
四
十
一
ニ
互
一
干
一
奇
小
学
校
懇
筆
一
て
雲
笥
霊
急
ぐ
丞
君
主
霊
の
補
助
事
蓄
は
七
千
万
円
で
そ
す
重
で
あ
り
、
こ
れ
が
霊
促
苦

著
書
実
施
し
、
輝
か
し
い
建
草
案
一
を
-
手
、
一
面
時
代
の
要
求
卓
会
情
百
官
、
前
年
度
に
出
し
=
一
億
七
千
六
百
一
一
二
、
二
七
六
、

0
0
0
円
…
会
的
堕
註
益
々
き
び
し
い
お
が
こ
の
二
分
の
一
に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
一
閃
る
た
め
ナ
万
円
主
上
い
た
し
ま
し

を
芽
革
ま
し
た
こ
と
同
雲
む
勢
の
推
移
に
費
量
嚢
事
護
六
万
六
千
円
の
増
加
と
な
旦
ま
す
。
一
奇
南

ET校
体

育

館

一

2
3
f
J
j
f
i
一
三
千
五
百
万
円
お
よ
皇
室
主
上
一
た
。
な
お
室
付
配
営
富
山
山
に
つ
い
て

皆
警
の
響
力
は
勿
魚
市
民
註
一
設
場
刀
こ
れ
亭
採
択

Z事
を
と
一
各
書
道
減
の
内
容
同
別
孝
一
一
二
、
八
六
O
、
8

0
円

τ
こ
の
ぶ
つ
な
事
態
に
対
処
k
農
業
い
た
し
ま
し
た
。
っ
言
語
め
要
一
は
、
主
主
に
お
け
る
助
事

の
深
い
御
霊
と
厚
れ
御
室
の
下
に

E
t妻
、
市
意
来
か
つ
て
警
に
主
い
た
し
て
お
門
委
す
の
で
一
計
三
三
、
九
八
匂

8

0
一
円
一
審
の
君
主
立
望
書
、
一
こ
つ
い
て

E7ま
す
。
一
業
と
し
て
努
に
草
す
る
詩
で
あ

一

一

一

一

一

{

r

L

一l

可
、
幸
子
一
り
ま
す
が
、
更
に
こ
れ
を
促
進
-
9
るた

章
容
な
い
情
熱
量
憾
な
〈
一
見
な
い
震
の

F
3
5伝
言
に
禁
言
語
い
た
し
を
と
な

i

z
警

生

産

性

を

喜

左

善

策

に

お

げ

る

警

は

一

重
量
し
て
参
る
事
が
で
き
王
子
ま
主
財
政
の
季
五

τ
z
E霊を
お
願
い
い
た
一
つ
ぎ
に
学
校
給
食
に
つ
い
て

i
i宝石
患
者
本
市
は
一
言
消
費
遣
は
電
車
に
封
一
川
、

1
2
5いた
主

た
駁
も
の
と
存
じ
、
皆
犠
と
き
光
栄
亘
持
す
歪
一
誌
の
も
と
に
、
こ
れ
が
財

τます。

F
ま
す
。
言
及
以
来
農
業
経
営
の
走
他
へ
の
革
¥
て
最
も
伸
長
度
の
高
い
主
と
し
て
注
一

か
っ
、
自
量
に
準
え
ま
せ
今
一
政
省
逮
に
専
か
つ
て
な
い
哲
一
一
号
症
を
向
上
し
、
要
量
百
な
施
策
と
し
て
量
荏
じ
め
一
一
目
さ
れ
て
お
り
、
蓄
に
お
い
て
は
昭
一
老
朽
橋
を

今
後
言
語
僅
少
な

2
い

え

ど

一

一

正

し

、

健

康

遣

の

効

果

に

つ

い

て

は

土

地

改

良

及

蓄

の

開

発

に

財

政

官

一

ニ

十

五

霊

よ

り

重

点

的

な

翼

対

一

か

け

か

え

も
、
日
霊
長

Z凶
器

条

を

一

体

育

館

、

科

学

教

室

の

新

築

一

控

室

で

あ

芸

す

の

で

、

李

室

長

入

t
pしが
が
さ
と
っ
た
葉
、
現
存
お
け
る
飼
一

聞

く

喜

、

そ

っ

て

事

に

あ

た

り

一

一

宮

景

、

事

校

、

喜

多

山

公

事

一

今

や

そ

の

業

績

は

期

待

室

宣

言

語

の

計

画

ど

号

、

一

、

一

〔

土

木

〕

清
潔
な
る
政
官
似
る
い
社
会
宇
一
学
校
給
食
の
拡
大
「
教
育
』
一
校
を
含
む
総
合
的
計
量
草
訪
中
十
ぇ
、
木
市
震
の
霊
力
と
し
て
面
目
四
0
0頭
と
な
っ
て
お
η
ま
す
。
一
九
に
土
査
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

貿
袋
一
陸
長
話
刊
行
銭
境
の
建
設
の
た
一

)

a

l

u

i

1

1

i

h

否
ナ
校
、
蔵
川
小
、
中
学
校
を
併
せ
、
?
を
一
新
し
つ
〉
旬
J

ま
す
こ
と
は
、
豆
従
っ
て
栂
造
一
事
事
業
の
謀
役
百
一
吉

一

一

↑

一

一

窪

話

内

町

ヂ

バ

ケ

人

出

の

発

展

は

六

人

、

通

運

輸

め
、
全
身
全
盛
を
傾
け
て
市
民
に
奉
仕
一
次
警
に
つ
い
て
申
し
ト
古
ま
す
。
去
年
度
は
金
工
語
教
育
に
必
妥
な
主
七
校
に
対
し
給
食
を
重
9
る
計
凶
の
古
事
ほ
し
い
限
り
ヲ
す
ま
す
。
↑
と
し
て
、
昭
和
国
十
一
年
度
に
は
z
一二

J

一

一

一

一

一

の

矧

何

に

か

か

っ

て

い

る

と

申

し

て

も

し
、
以
っ
て
蓄
な
信
託
に
お
応
え
い
一
一
審
繁
栄
皇
宮
霊
童
家
主
判
の
慈
重
一
百
平
七
万
八
百
主
も
と
に
霊
の
計
室
、
八
吉
、

0
一
国
に
お
い
て
は
、
昨
守
番
定
一
六
O
O張
、
日
霊
堂
一
四
告
白
過
言
で
な
い
い
一
以
じ
ま
す
。
道
路
維
持

た
し
た
い
震
で
あ
り
ま
す
。
一
の
霊
堂
の
霊
力
量
秀
夫
笠
計
上
す
る
一
方
こ
の
教
育
霊
に
わ
す
O
円
を
計
上
し
て
た
。
隣
室
広
告
費
末
年
度
よ
り
十
点
に
諸
般
の
雲
寺
2
苗
で
あ
り
一
修
繕
に
は
財
政
乏
し
い
中
に
も
創
意
ζ

ま
す
、
裏
方
針
主
主
に
あ
た
一
こ
そ
奇
欠
の
妥
一
素
で
号
、
警
企
時
差
玄
晶
司
現
地
」
喜
一
巨
木
市
体
官
皇
室
芝
毘
な
一
宮
江
一
亘
っ
て
全
国
の
葉
遣
に
お
ま
す
。
語
、
望
に
引
雪
導
入
一
努
力
高
官
っ
、
青
手
品
す
が
、
そ

り
、
思
一
ニ
十
七
年
度
予
算
編
盛
刀
針
一
優
先
が
い
う
の
時
代
に
あ
っ
主
義
↓
ー
六
時
高
五
芳
五
言
語
五
警
官
官
凡
て
の
堅
二
て
塁
望
事
喜
多
窟
し
一
利
益
一
翠
百
四
十
万
円
、
高
野
一
定
ら
さ
処
は
市
が
経
費
の
一
部
を

き
に
財
政
事
君
主
を
申
し
上
げ
一
さ

Z以
で
あ

4
2
E寸
仁
霊
芭
特
別
教
室
、
ム
罫
謹
一

8
一下に

2主
体
自
の
熱
心
一
言
襲
来
年
益
事
君
主
対
策
レ
」
し
て
書
カ
ッ
タ
ー
喜
助
一
宮
し
、
道
路
の
蓄
に
市
民
の
震

る
こ
と
が
凡
て
の
還
を
在
、
適
当
一
文
部
省
に
お
い
て
は
、
一
時
代
の
推
移
吾
妻
を
す
る

Eヒ
、
署
捜
一
な
御
努
力
と
事
諸
君
の
童
話
、
重
る
こ
と
に
な
り
手
し
た
が
、
互
金
一
十
万
円
、
更
に
量
飼
育
を
促
進
一
と
告
の
協
力
を
得
つ
、
脅
〆
ま
す
@

と
認
め
ま
す
の
で
量
っ
て
許
申
込
事
菩

3主
興
の
向
走
資

Z
Eに
い
た
し
ま
一
に
い
ち
ず

Z
Eい
成
望
号
き

7て
の
星
空
善
治
理
寸
る
た

2こ
EU23五一
本
年
度
は
特
に
多
年
一
の
撃
で

3

「

一

一

一

l

一
i

↓
川
?
一
し
た
大
洲
旭
区
八
尾
泌
、
八
多
喜
地
区

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一
震
に
応
じ
て
事
録
程
の
一
塁
し
た
U

十
秘
書
誇
苦
さ
さ
に
地
一
号
ま
す
足
音
量
え
ま
せ
怖
に
青
木
県
内
に
お

Z
一
般
皇
子
育
事
上
し
た
主
し
弓
一
宮
元
、
平
岡
地

5
2
2

本
一
目
星
雲
御
承
知
の
左
京
事
れ
こ
れ
に
き
指
導
主
一

Z言
号

、

そ

告

よ

り

一

令

¥

草

=

警

の

国

人

η
宿
区
三
そ
の
告
主
と
し
て
は
、
肉
午
一
と
し
、

5
5喜
じ
い
ち

り
、
重
量
置
の
待
、
重
量
日
に
伴
石
が
一
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
寄
亘
書
義
存
し
て
指
定
基

E
t
一
輝
し
い
す
ン
ピ
ッ
ク
棄
事
も
ご
す
、
し
か
も
本
年
度
青
童
謡
豆
お
よ
び
門
主
主
壁
す
る
た
め
、
一
の
に
つ
い
て
は
予
て
保
有
す
む
鉄
事

い
田
知
一
一
一
十
七
年
匡
於
て
は
、
こ
村
一
い
て
は
昨
草
木
工
震
量
育
」
量
一
た
の
で
延
一
き
霊
新
築
す
る

E
一
年
後
に
号
、
国
主
げ
て
国
際
量
一
ζ

し
ず
訟
め
ら
れ
、
永
世
寄
金
三
藷
主
ハ
阿
付
入
補
助
金
三
十
万
円
、
活
用
し
氷
久
間
酬
に
契
替
え
き
つ
た
め

ら
義
務
翠
講
一
羊
八
百
万
円
の
増
ま
欝
の
警
官
い
た
し
を
語
、
言
語
襲
警
計
よ
い
た
し
古
亡
主
に
優
秀
な
事
晶
君
、
き
託
一
葉
の
量
的
役
割
真
す
こ
と
に
な
一
優
良
寵
共
一
同
購
入
補
助
金
二
十
万
円
一
所
要
の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
業
近
代
総
を
す
す
め
る



ぅーす諦

守

ま
一

一

面

的

空

一

独

立

の

芸

詐

方

式

に

褒

一

で

あ

り

霊

蓄

νにし
d
Eた
重
一
巴
む
を
軍
事
量
つ
柏
市
整
わ
り
一
げ
ま
す
。

一

業

机

活

改

山

内

事

業

の

併

進

に

来

じ

、

ハ

一

一

一

一

一

一

ら

ず

、

一

部

適

用

の

段

階

で

ご

ざ

い

ま

一

前

年

支

の

え

付

さ

れ

た

額

に

対

し

こ

ま

す

こ

と

を

申

し

岬

ゆ

え

て

お

き

た

い

と

一

0

0

0

↑

ム

丁

財

投

拭

の

訴

礎

的

条

件

の

好

転

の

一

一

一

一

一

一

し

て

、

喜

管

理

主

要

任

者

は

市

五

%

増

の

一

億

五

百

万

円

左

込

み

ま

一

存

じ

ま

す

@

一

以

上

一

↑

一

月

定

例

巾

警

の

市

議

政

-
M

開

会

を

と

ら

一

え

、

こ

れ

が

実

関

に

対

し

一

一

・

一

一

一

一

長

で

め

り

ま

す

こ

と

は

勿

論

、

預

金

及

一

し

た

ゆ

一

2
債
は
総
M
一
俗
七
千
五
百
八
十
芳
一
方
引
い
出
品
を
国
削
減
し
詳
し
た
が
、
可
決

一

引

続

き

、

効

果

川

辺

司

を

め

力

に

掠

進

一

↑

一

一

チ

ッ

プ

ボ

ー

ド

工

場

を

誘

致

「

商

工

』

一

d
A
M
K
Mふ
き
る
伯
一
つ
ぎ
に
奇

EU2dヱ
ナ

!

と

し

て

歪

に

関

係

誌

の

毒

一

時

計

担

割

以

前

同

十

珂

川

河

川

日

一

2
1日間
ur一
背
で
あ
り
ま
す
一
持
一
九
九
日
討
す
し
ら

一

い

J
一一

u
τ
;
は

い

一

5
2チップ
ボ
l
ト

旦

吉

つ

い

て

g
E
g
o
-
;と信
じ
躍
に
た
一
昔
納
員
五
し
れ
弓
開

J
A
R
-司
托

昨

日

一

一

、

教

室

、

一

日

間

一

一

一

十

七

年

度

h闘
で
一
長
に
つ
い
て
印
し
上
げ
一

J
h
h
恥
u
u
f
Lに
位
す
れ
一
時
的
山
一
片
山
刊
一
川
沼
日
い
ね
い
陪
訪
れ
円
[
泣
い
れ
れ
矧
長
一

i
u
yか
れ
ま
し
言
、
肱
川
一
引
は
れ
灯
油
引
味
方
宇
一
相
川
町
民
児
配
偶
語
、
一
一
一
、
首
長
引

C

O

R
一
芳
一
次
陸
上
・
海
よ
・

近
代
警
告
と
閥
雪
崩
一
小
企
業
板
員
布
署
員
用
の
一
の
制
約
安
定
政
策
と
一
時
主
要
の
一
引

U
Fし
、
希
望
と
明
言
語
に
一
設
予
定
日
つ
義
建
設
特
別
委
員
一
が
換
す
る
事
の
状
雪
量
一
以
上
富
ま
し
て
、
号
室
一
し
九
需
品
、
~
川
議
技
術
助
等
一
問
、
六

2
5
1
航
空
白
街
官
募
築

震
と
の
品
的
不
可
分
関
係
に
つ
け
一
足
を
宮
、
既
定
認
の
京
市
口
、
清
一
羽
一
ひ
と
担
っ
て
や
が
て
延
期
重
一
万
全
一
泊
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
ο

士
一
の
格
別
の
お
骨
折
り
を
斜
わ
し
、
幾
一
の
分
布
、
画
室
、
産
菜
室
奪
三
の
説
明
義
り
ま
す
o

J

し
あ
り
ま
す
c

一
一
一
一
、
病
院
議
案
憲
一
書
房
躍

日
時
一
M
M
一なれわ川正一一日開訪問干仰いれれれロ
U

N

J

U

M

-

-

訪
日
時
抑
止
討
に
桂
一
日
一
医
院
当
日
開
一
才
入
に
ワ
い
て
一
担
昔
話
料
計
計
「
し
し
一
下
町
。
、
C
C
C

同
一
時
註
ハ
担
諮
問
r

地
問
的
地
形
時
点
説
明
一
呼
ば
れ
一
災
建
設
辛
苦
主
に
は
財
政
喜
一
一
を
得
、
去
る
ロ
一
月
七
日
の
市
議
長
議
一
打
隠
す
る
謀
に
お
い
て
も
当
地
方
の
一
次
に
歳
入
に
つ
い
て
申
上
げ
ま
す
。
古
舎
損
語
い
、
委
主
主
↑
一
七
、
六
C
C、
0
0
0円
一
附
話
量
産
車
刀
を
有
す
る

る
史
認
茶
缶
、
平
和
な
城
下
町
文
一
す
科
目
極
的
言
語
引
を
い
た
し
鵜
飼
の
宣
侍
と
一
会
に
お
い
て
告
そ
自
立
認
否
の
一
発
塁
走
一
阪
の
翼
助
を
賜
る
よ
う
一
巾
税
は
末
年
総
額
一
億
三
十
芳
円
を
一
円
一
日
記
お
き
に
宮
家
杭
遇
改
一
三
七
五
、
ハ
U
Q
C
O
Q円
一
す
ぷ
『
昔
四
月
二
十
三
日
五
月

似
の
伝
統
の
日
以
午
前
委
口
れ
た
平
た
い
型
で
あ
け
子
。
一
一
遣
を
見
一
モ
た
の
で
、
こ
れ
に
闘
す
一
議
し
、
出
諮
問
た
ゑ
事
務
所
一
見
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
前
年
度
当
初
ヱ
事
業
に
対
す
る
一
ユ
千
五
百
万
円
が
そ
一
と

5ま
す

。

七

自

一

員

二

十

百

い

ず

れ

も

午

前

軽
減
を
お
の
路
市
長
、
二
こ
¥
で
一
一
日
立
香
山
花
田
一
宮
士
山
公
園
化
を
は
か
る
一
る
ザ
議
案
在
官
す
る
こ
と
に
い
た
し
一
翼
の
富
も
白
去
に
室
長
ま
す
一
算
に
皆
、
一
千
二
百
二
十
三
万
五
千
一
の
芸
達
也

5290
一
な
お
、
遺
言
警
は
、
昭
一
八
早
か
ら
容
器
で
行
な
わ

朝
一
グ
に
し
て
改
弘
知
世
代
金
本
判
明
四
一
沼
に
つ
い
て
封
切
什
一
レ
た
し
長
9
了

一

一

ま

し

た

。

一

ょ

う

こ

の

際

特

に

停

し

そ

え

箆

闘

を

申

一

円

の

筒

加

と

な

り

ま

す

が

、

税

額

に

つ

一

色

附

金

に

つ

い

て

申

上

げ

ま

す

と

、

一

和

三

十

六

年

度

分

四

千

万

円

一

れ

ま

す

。

に

禍

さ

れ

確

な

が

ら

一

端

的

な

名

主

記

工

場

安

函

工

事

接

見

一

『

観

光

』

一

こ

の

際

特

に

宝

げ

た

い

こ

と

は

、

τ上
げ
長
方
で
あ
り
ま
す
。
一
い
て
は
過
去
の
徴
収
震
を
し
組
員
一
学
校
需
の
う
ち
、
道
建
築
襲
抱
一
昭
和
一
ニ
十
七
年
度
竺
笠
千
万
円
一
肯
採
用
予
定
時
期

向
害
乏
し
主
廷
え
言
語
主
成
し
て
空
語
を
活
溌
に
展
開
し
、
一
↑
市
町
村
制
が
制
定
さ
れ
て
以
来
品
担
任
奇
病
院
特
別
会
計
方
式
に
つ
夜
警
い
た
し
ま
し
た
葉
、
前
章
一
設
、
特
別
室
語
、
技
術
科
技
喜
一
書
聖
母
て
い
る
事
誌
に
説
明
一
四
月
、
五
月
及
び
六
月

ん
ω

一
そ
の
竺
一
矧
i
一
言
型
知
の
よ
う
に
一
次
に
観
光
案
に
つ
い
て
主
げ
ま
志
望
」
観
光
詰
の
拡
充
み
容
の
一
方
の
語
、
経
済
、
走
の
殿
山
口
舌
と
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
一
講
義
を
一
首
位
議
と
し
て
一
の
建
設
に
つ
い
て
は
国
、
宮
補
助
一
し
て
御
了
承
の
芝
山
じ
ま
す
。
一
肯
受
付
期
間

ヤ
勿
誕
百
型
と
禁
を

2
3
E剥
に
毒
し
て
、
今
や
六
洲
平
野
の
一
す
ν

五
誌
に
応
:
三
人
工
事
伝
次
予
備
一
て
長
言
わ
F庁
一
郡
役
所
長
ま
た
-
本
件
は
し
ば
し
ば
雲
の
御
霊
も
一
言
九
六
%
を
見
詰
だ
事
で
あ
り
一
金
及
び
握

fμ
引
い
草
額
の
二
分
了
て
の
倍
つ
い
て
は
離
を
省
怖
い
一
一
一
一
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

る
商
工
会
開
が
李
の
使
命
に
微
し
一
一
日
工
場
護
士
一
司
マ
に
ふ
さ
わ
し
一
観
光
の
信
一
見
交
か
郷
土
の
章
、

τて
よ
客
尖
と
も
に
事
大
洲
の
一
町
村
役
場
並
に
県
の
出
議
関
と
し
て
一
号
、
こ
の
ほ
ど
よ
v

つ
や
く
韓
な
切
一
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
国
税
、
一
↑
一
税
に
一
亘
書
聖
と
し
て
、
費
負
担
に
一
た
し
ま
す
。
一
官
な
お
、
四
月
一
日
な
り
市
役
所
ロ

一

一

一

↑

一

一

一

一

一

自

衛

隊

愛

綬

地

万

連

絡

部

ω分
註
所

詩
品
川
と
芸
誌
に
隠
す
↑
い
き
託
し
、
ょ
手
、
工
業
部
可
と
く
に
予
一
本
の
誌
に
否
括
主
主
主
外
に
発
信
し
て
わ
ザ
け
ま
し
た
一
利
用
さ
れ
主
て
、
地
域
議
の
た
め
一
重
M
集
の
完
工
芸
ち
、
軍
五
対
し
、
本
年
度
は
交
付
喜
一
八
、
九
一
三
れ
を
以
内
向
り
を
市
一
主
と
し
て
一
以
上
で
安
官
全
般
に
つ
き
喜
一
告
白
さ
れ
、
「
謀
者
の
便
宜
を
図

る
総
合
的
指
必
要
に
江
川
し
た
章
一
室
へ
の
忠
言
語
す
む
こ
と
は
建
一
件
で
あ
っ
て
い
民
間
器
用
申
告
一
が
、
目
下
約
百
五
十
万
円
長
じ
、
竺
こ
の
建
物
産
民
等
し
く
親
し
ま
れ
、
一
よ
り
発
生
主
義
の
襲
警
乏
採
用
し
一
言
改
正
交
付
さ
れ
る
貝
込
で
あ
n
ま
石
上
い
た
し
J

ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
に
一
の
語
義
る
事
に
い
た
し
ま
す
@
一
る
こ
と
に
本
り
ま
し
た
の
で
、
調

所
自
体
の
円
高
わ
が
活
動
と
裂
三
訟
の
虫
採
刻
で
あ
っ
た
存
に
と
強
に
お
い
子F
タ
識
は
、
村
だ
し
大
な
一
号
の
富
士
山
前
室
長
会
主
義
の
念
互
の
ほ
か
閣
造
的
が
あ
一
て
企
業
会
審
式
に
よ
亀
裂
揮
を
吉
川
、
震
需
に
存
さ
れ
あ
的
確
一
お
い
て
は
、
市
災
担
分
に
つ
い
て
も
財
一
軍
重
審
議
の
よ
、
雪
な
る
一
用
い
た
善
事
者
、
高
一
り
せ

関
係
儲
聖
書
な
述
け
い
主
主
一
快
一
入
で
あ
円
ま
す
リ
一
る
も
の
が
あ
り
、
百
展
望
よ
り
一
そ
護
と
し
て
、
太
年
度
新
た
に
工
費
一
ま
り
す
が
、
高
岳
民
医
療
セ
ン
ぎ
つ
言
と
い
た
主
主
語
会
一
宮
雪
量
寸
名
こ
与
勇
一
塁
一
政
の
統
合
に
よ
り
、
地
一
%
に
お
い
て
は
一
銅
器
決
議
り
ま
す
級
お
願
い
申
し
上

J
た
し
ま
す
@

、
斯
界
の
縦
一
戚
者
を
招
い
て
企
渋
4
J
M
m
-

ま
た
、
さ
さ
に
巡
山
lソザ
VA
げ
た
山
川
予
布
一
小
は
局
地
局
え
に
至
干
む
ま
で
獄
引
な
一
二
九
O
万
円
を
も
っ
て
目
下
建
設
省
と
一
-
一
言
=
一
z
=
一
U

ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
劃
一
z
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や

響

車

部

面

に

妻

的

行

政

桁

主

は

く

は

阜

く

も

現

工

場

品

交

能

力

主

観

光

駅

前

し

こ

れ

か

震

に

官

た

き

-

折

衝

中

の

照

明

、

繁

華

の

実

現

を

一

一

時

江

す

べ

き

も

ωで
あ
る
。
一
出
納
検
査
と
長
の
信
号
車
全
一
預
金
、
需
要
芝
害
し

寄
っ
か
た
わ
ら
、
広

A
S一
2
5の日
以
一
一
君
、
収
容
一
詰
は
こ
の
間
の
事
情
を
言
語
一
村
正
く
草

2
2せ
ん

一

葦

吾

妻

主

乃

蹴

菩

雀

良

こ

っ

z
て
一
分
一
一
一
、
量
損
益

tて
誰

一

の

関

係

。

一

て

い

る

古

閑

飢

で

あ

り

ま

す

て
反
省
に
は
玄
る
た
め
去
の
在
地

Zの
Z
Z
3
3
8一
勺
て
守
あ
る
も
の
と

Eナ
。

一

レ

写

主

主

2す
。

一

E
E
1主
要

に

F
F
6
4
耐
抱
一

1
4骨
1
1
J，
L
て

一

れ

に

も

型

苦

手

放

基

一

司

法

芳

二

四

O
一
幸
一
項
に
「
首
一
響
罪
二
百
四
十
条
(
出
納
の
検

要

員

し

、

書

η
判

長

っ

て

喜

一

号

、

だ

く

と

主

主

巾

に

所

期

の

一

平

け

に

し

て

木

市

は

発

足

以

来

、

天

一

吏

に

筆

致

山

者

告

の

状

況

に

鐙

一

一

話

芸

に

立

っ

て

行

な

わ

れ

一

連

万

円

余

震

の

出

自

と

一

さ

)

刊

誌

夫

会

団

体

の

出

納

は

、

ト
・
改
善
主
主
童
話
刀
に
批
准
し
五
何
事
亘
る
べ
き
も
の
と
警
い
百
閉
校
長
吉
川
護
と
幾
多
の
玉
、
罰
皆
ハ
ン
ガ
ロ
i
誌
の
気
一
大
刺
広
域
一
月
号
、
華
人
喜
一

1
定
期
霊
(
法
主
九
九
幸
一
一
主
旭
公
共
間
体
の
議
会
ま
た
は
長
一
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
一
あ
る
の
は
金
差
ひ
留
の
収
一
毎
月
習
を
定
め
て
こ
れ
を
検
さ
し
、

融
一
も
つ
で
警
の

2
2ん
だ

一

た

し

去

す

。

一

議

課

長

言

語

言

度

に

一

去

っ

す

一

円

7
1
H
リ
民
間
接
の
画
一
住
民
の
事
費
に
つ
い
て
お
主
項
、
空
一
攻
)
;
・

1
i
一
の
要
求
か
ん
戸
(
葬
九
八
条
一
私
共
か
ん
章
一
一
首
常
に
以
上
一
置
を
一
章
受
は
引
要
尊
重
且
つ
毎
会
計
年
度
少
く
と
も
二
回
臨
時

司
一
め
、
革
新
規
に
裂
前
二
し
て
十
)
さ
て
、
読
告
別
別
は
え
必
ず
一
県
民
品
川
し
、
降
一
人
工
内
に
は
一
ド
ヱ
勺
て
喜
一
応
え
る
-
)
と
を
雪
一
し
申
し
と
げ
ま
し
た
が
、
今
盟
主

2
隠
時
主
主
介
一
九
九
ノ
季
五
一
生
翼
手
一
九
差
益
一
モ
ッ
ト
ー
と
し
一
ム
誇
霊
行
し
つ
つ
一
年
る
ゆ
と
思
料
し
て
よ
い
か
一
殺
さ
を
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

一

塁

を

投

じ

て

山

山

市

長

判

長

エ

一

レ

考

会

主

主

べ

性

委

な

お

般

一

委

員

の

職

者

以

に

つ

い

て

雲

量

一

悪

一

環

)

一

寺

子

仁

合

ま

で

幸

一

童

話

一

間

2
臨
凶
出
納
基
裏
面
九
条
一
議
以
下
伯
尚

一

健

民

施

策

の

推

進

、

τ俗
芸
評
語
、
出
埋
も
お
一
の
詰
接
話
完
い
た
し
た
い
よ
仔
一
で
に
盟
主
念
日
せ
て
演
芸
す
。
一
(
一
一
)
特
別
基
と
は
、
特
定
の
聖
一
普
通
八
玄
誌
の
警
の
一
語
、
努
力
と
、
似
ね
な
が
ら
私
北
子
高
喜
一
芳
一
一
一
号
に
知
事
昼
過
地
方
一
罪
百
七
十
支
出
納
長
託
収
入
役

軍

』

一

よ

ひ

許

諾

術

話

事

完

成

し

一

じ

ま

寸

。

一

位

資

委

員

制

度

2
2れ
た
主
な
一
に
対
し
、
与
委
員
の
曜
に
よ
り
、
一
室
行
為
の
制
限
、
主
要
一
み
と
に
よ
っ
て
、

fん
査
の
盟
主
一
公
共
民
主
の
抑
一
任
事
務
立
一
等
の
職

't)出納
長
及
び
収
入
役

照
一
し
尿
処
理
場
の
新
築
『
保
健
衛
生
』
一
首
品
開
高
体
と
し
て
警
仙
一
一
目
的
は
、
警
自
治
に
お
け
る
メ
公
立
と
一
三
は
市
の
住
民
、
議
、
も
し
く
ぷ
て
か
ん
査
(
手
二
塁
条
公
一
二
か
ん
査
の
量
産
た
れ
た
こ
と
喜
一
あ
る
。
「
財
産
容
量
管
一
塁
善
捕
ま
益
法
制
助
金
文

一

一

翠

お

健

保

に

あ

り

ま

す

o

公
正
と
ば
一
主
語
家
本
に
よ
り
、
も
し
く
い
は
所
轄
一
日
議
会
志
皇
刊
交
持
た
語
版
の
↑
か
に
一
世
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
管
理
す
る
こ
と
に
凶
す
る
基
一
は
物
品
の
出
納
、
そ
の
他
、
会
計
事
務

一
~
次
に
密
閉
に
勺
L
一
小
し
上
げ
一
以
机
一
仰
の
必
設
住
民
小
山
盟
主
消
防
力
の
強
化
、
一
地
方
自
治
が
、
容
に
話
し
て
行
ゎ
一
行
政
庁
の
要
求
に
よ
り
、
霊
を
宣
量
(
章
一
一
一
喜
一
次
長
で
な
が
り
最
近
里
に
な
っ
た
一
本
財
産
そ
の
他
の
財
産
で
あ
る
一
苦
当
普
通
方
公
語
体
の
長

手
。
一
に
刊
誌
日
抱
一
か
ら
も
緊
急
解
決
な
い
と
一
れ
る
の
み
な
ら
ず
「
不
当
」
を
ふ
誹
除
一
ず
る
も
酎
で
あ
っ
て
、
次
の
士
一
が
敬
一
口
出
納
職
員
の
量
一
員
任
に
関
す
る
一
市
長
担
任
の
「
係
主
り
金
」
に
つ
き
一
票
及
川
肴
伯
証
拝
の
出
入
主
そ
の
他
皇
民
吾
、
発
芸
員
会
、

監

禁

車

2
2翌
日

十

日

市

高

位

で

あ

る

こ

と

は

之

ポ

ン

プ

四

台

を

購

入

一

す

る

こ

集

合

ま

れ

て

い

ま

す

o
効
率
一
え
ら
れ
ま
す
。
一
か
ん
託
(
葬
一
一
日
の
一
一
」
一
皆
、
ま
の

Z品
判
断
に
孝
一
差
し
て
長
え
が
な
い
か
。
一
撃
を
芸
人
事
責
主
し

有
す
る
こ
と
が
人
間
主

~Mで
あ

一

泊

、

乱

手

五

百

慰

霊

一

一

点

、

一

撃

重

症

ひ

事

業

の

笠

1
出
納
検
査
(
法
才
二
四
C
き
一
以
上
は
監
宣
言
の
職
草
限
の
概
要
一
名
た
め
、
関
係
法
規
並
に
謀
者
一
答
、
芳
二
四
O
幸
一
磁
の
「
草
く
民
主
民
会
、
公
安
委
員
会
、
地

2す
こ
在
、
人
J

事

一

必

要

し

ま

一

十

一

一

市

川

県

弘

告

は

じ

ム

午

過

ナ

『

消

防

』

一

索

、

合

理

的

、

霊

的

に

行

わ

る

ニ

一

2
金
属
検
十
日
立
会
主
一
七
C
一
去
り
ま
す
が
、
か
ん
蓄
電
す
る
一
を
、
望
者
で
に
、
摘
記
し
て
お
き
一
完
全
団
体
の
出
納
」
と
は
一
方
面
員
会
、
要
量
一
会
友
び
監

せ

ん

。

ざ

れ

ば

寄

は

を

は

た

、

旦

じ

住

民

民

堅

持

率

上

不

一

一

室

詰

し

ま

す

。

一

季

一

一

忍

一

に

号

て

聖

書

の

心

室

ぇ

、

一

ま

す

。

息

む

汀

政

荷

と

は

、

申

一

主

七

O
手
一
宮
規
定

L
E言
そ
の
他
法
令
又
は
条
例
に
そ

民
政
策
に
事
器
産
官
、
陀
引
に
し
一
可
欠
収
容
部
で
あ
る
こ
と
に
主
主
ま
に
治
的
訟
に
つ
い
て
で
一
古
品
動
力
量
密
主
J

い
た
し
一
塁
一
言
の
職
務
権
限
は
、
大
別
し
て
工
J

令
主
七
芸
に
よ
る
会
事
一
霊
的
な
指
導
原
理
誌
の
巡
り
で
あ
一
上
ぐ
る
空
で
も
な
く
、
大
震
の
、
判
一
よ
り
、
出
納
受
投
入
秒
、
の
一
露
支
は
告
の
縦
限
局
す
る
国

て
平
沼
港
密
室
古
川
吉
、
食
一
、
市
民
草
の
夜
明
に
一
ん
え
ん
が
た
め
一
上
げ
支
7
1

一
ま
し
た
が
、
容
の
毒
ポ
ン
ブ
中
、
一
二
れ
を
(
一
〉
一
量
査
と
(
ニ
)
特
一
言
蓋
一
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
官
飢
え
他
方
言
に
つ
毒
徐
に
一
転
に
宇
品
支
諸
口
凶
一
、
他
弘
主
北
九
団
体
そ
の
他
公
昔

話
型
経
ゐ
し
て
主
力
車
一
一
足
し
い
の
努
力
品
、
で
て
、
こ
れ
が
石
一
定
の
去
量
産
出
し
一
朝
有

τ前
年
以
に
述
し
使
用
不
能
な
る
ポ
ン
一
別
室
の
ニ
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
一
補
助
同
体
の
監
査
一
才
一
、
か
ん
査
は
住
民
の
た
め
に
行
わ
一
手
義
政
の
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
一
の
昭
三
払
え
は
引
拡
交
付
与
一
宮
本
自
問
す
る
m
M
J
M物
同
お

実
施
や
学
長
野
一
史
的
立
陸
一
刻
を
訂
円
た
い
足
立
さ
い
ま
す
二
事
に
卒
、
仏
去
最
高
ぜ
に
止
め
一
ブ
章
氏
支
新
す
ム
ノ
勺
た
め
、
本
年
長
ま
す
。
一
(
幸
正
九
江
主
ハ
一
号
一
れ
る
も

ωで
あ
る
。
一
地
方
向
車
(
担
任
事
務
)
一
支
援
し
、
竺
四
九
喜
一
一
一
品
、
そ
の
他
の
会
計
事
務
ゑ
君
、

そ
族
こ
ん
虫
の
駅
除
、
上
下
出
の
一
な
お
、
戸
地
区
よ
り
光
主
上
水
一
る
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台
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搬
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